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０
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15
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）

今こそ国鉄１０４７名解雇撤回を！
国鉄闘争全国運動６・１５全国集会へ

改
憲
・
戦
争
阻
止
！
６
・
14
集
会
と
一
体
で
結
集
を

　
千
葉
市
民
会
館
で
６
月
15
日
、
国

鉄
闘
争
全
国
運
動
の
全
国
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進
の
６
・
14
全
国
反
戦
争
集
会

と
一
体
で
全
国
か
ら
の
大
結
集
を
訴

え
ま
す
。

　
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
世
界
を
激
震
さ

せ
、
世
界
戦
争
の
危
機
を
さ
ら
に
切

迫
さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
中
国

に
対
す
る
高
関
税
は
単
な
る
貿
易
戦

争
で
は
な
く
、「
貿
易
の
不
均
衡
で

防
衛
基
盤
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
「
戦
争
行
為
」
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
石
破
政
権
は
グ
ラ
グ
ラ
に
な
り
な

が
ら
も
、
こ
の
中
国
に
対
す
る
侵
略

戦
争
の
主
体
と
し
て
突
き
進
ん
で
い

ま
す
。

　
３
月
以
降
だ
け
で
も
、
自
衛
隊
３

軍
統
合
作
戦
司
令
部
発
足
、
日
米
防

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
６
・
15
全
国
集
会

　
日
時
　
６
月
15
日
（
日
）
13
時
30
分
（
13
時
開
場
）

　
場
所
　
千
葉
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　（
千
葉
市
中
央
区
要
町
１
―
１
）

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
東
口
徒
歩
７
分
、
京
成
千
葉
駅
徒
歩
10
分

（
呼 

び
か 

け
）
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動

　
　

衛
相
会
談
で
日
本
側
か
ら
「
ワ
ン
シ

ア
タ
ー
構
想
」
を
伝
達
、
８
・
７
兆

円
の
大
軍
拡
予
算
成
立
、
新
聞
報
道

で
「
80
年
に
及
ぶ
『
戦
間
期
』
の
終

わ
り
を
覚
悟
さ
せ
る
筋
書
き
」
と

昨
年
２
月
の
日
米
演
習 

「
キ
ー
ン
・

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
５
月
、組
織
体
制
、

人
事
賃
金
制
度
、
労
働
条
件
の
す
べ

て
を
抜
本
的
に
改
悪
す
る
施
策
を
発

表
し
た
。

　
提
案
内
容
は
、
支
社
の
廃
止
・
分

組
織
再
編
関
係
は
７
月
に
実
施
と
い

う
の
だ
。

　
ま
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
首
都
圏
本
部
は

新
系
列
の
機
能
保
全（
旧
交
番
検
査
）

お
よ
び
臨
時
修
繕
の
外
注
化
、
高
崎

で
の
検
査
体
制
の
見
直
し
・
交
番
検

査
外
注
化
を
提
案
し
た
。
こ
れ
も
来

年
４
月
実
施
の
計
画
だ
。

　
交
番
検
査
や
機
能
保
全
、
臨
検
の

外
注
化
ち
は
、
要
す
る
に
技
術
管
理

室
以
外
は
Ｊ
Ｒ
に
残
さ
れ
た
検
修
業

務
を
す
べ
て
丸
投
げ
外
注
化
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　
検
修
部
門
の
全
面
外
注
化
と
分
社

化
・
転
籍
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
攻
撃
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の
再

編
と
も
完
全
に
一
体
だ
。
車
両
整
備

会
社
の
集
約
・
統
合
や
清
掃
部
門
の

切
り
離
し
な
ど
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
だ

け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
会
社
に
も
転
籍

や
孫
請
化
な
ど
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

攻
撃
は
阻
止
で
き
る

　
だ
が
攻
撃
は
阻
止
で
き
る
。
会
社

が
こ
う
し
た
暴
挙
を
強
行
で
き
る
の

は
、「
社
友
会
に
よ
っ
て
職
場
か
ら

声
は
上
が
ら
な
い
」
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
動
労
千
葉
の
外
注
化
阻
止
闘
争

は
「
７
～
８
年
で
最
終
段
階
」
と
さ

れ
た
攻
撃
を
12
年
に
わ
た
っ
て
阻
止

た
。そ
の
後
も
外
注
化
と
闘
い
続
け
、

「
10
年
で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
だ
け
で
業
務
遂
行
」

と
し
た
会
社
の
主
張
も
粉
砕
し
た
。

　
攻
撃
の
矛
盾
は
あ
ら
わ
に
な
っ
て

い
る
。
現
場
の
労
働
者
が
反
対
を
貫

き
、
団
結
し
て
闘
え
ば
攻
撃
は
打
ち

破
れ
る
。
カ
ギ
は
闘
う
労
働
組
合
の

力
だ
。
動
労
千
葉
―
動
労
総
連
合
に

結
集
し
、
と
も
に
全
面
外
注
化
、
分

社
化
・
転
籍
攻
撃
に
反
対
の
声
を
上

げ
よ
う
。

分
割
・
民
営
化
と
の
闘
い
は
ま
さ
に

「
い
ま
現
在
の
攻
防
点
」
で
す
。

　
動
労
千
葉
は
国
鉄
分
割
・
民
営

化
と
首
を
か
け
て
対
決
し
、
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
を
貫
い
て

闘
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
労
働

者
全
体
の
権
利
と
団
結
の
か
か
っ
た

闘
い
で
あ
り
、
改
憲
・
戦
争
国
家
化

の
た
め
に
国
家
を
挙
げ
て
労
働
運
動

を
解
体
す
る
攻
撃
と
の
対
決
だ
っ
た

か
ら
で
す
。

　
30
年
を
超
え
る
闘
い
の
中
で
、
つ

い
に
す
べ
て
の
真
実
を
暴
き
だ
し
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
＝
１
０
４
７
名
解
雇
の

基
準
そ
の
も
の
が「
不
当
労
働
行
為
」

で
あ
る
こ
と
を
最
高
裁
で
確
定
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
責
任
が
Ｊ
Ｒ
自
身
に

あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
誰
の
目
に
も

明
ら
か
で
す
。

　
同
時
に
、
Ｊ
Ｒ
が
30
年
以
上
に
わ

た
っ
て
偽
証
を
続
け
、
真
実
を
隠
し

続
け
て
き
た
こ
と
も
完
全
に
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
開
始

し
た
現
在
の
裁
判
闘
争
は
、「
す
べ

て
の
審
理
を
や
り
直
せ
」
と
い
う
闘

い
で
す
。

　
し
か
し
、
東
京
地
裁
は
「
時
効
」

の
一
点
で
、
Ｊ
Ｒ
の
偽
証
も
す
べ
て

免
罪
す
る
反
動
判
決
を
出
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
暴
挙
を
許
す
こ
と
は
絶

対
に
で
き
ま
せ
ん
。

　
闘
い
の
場
は
東
京
高
裁
に
移
り
、

裁
判
日
程
も
決
定
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。高
裁
署
名
運
動
を
推
進
し
、

今
こ
そ
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回

を
か
ち
と
ろ
う
！
　
６
・
14
～
15
闘

争
か
ら
11
月
労
働
者
集
会
へ
飛
躍
し

よ
う
。
国
鉄
闘
争
に
勝
利
し
、
こ
の

時
代
に
闘
う
労
働
運
動
を
何
と
し
て

も
甦
ら
せ
よ
う
。

エ
ッ
ジ
」
の
内
容
を
暴
露
な
ど
、
事

態
は
激
し
く
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
労
働
政
策
、
社
会
保
障

政
策
の
根
本
的
な
転
換
攻
撃
が
、「
国

家
の
存
亡
の
か
か
っ
た
問
題
」
と
し

て
し
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
勢
と
真
正
面
か
ら
対
決
す

る
闘
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
連
合
の
果
た
し
て
い
る
役
割

は
犯
罪
的
で
す
。
賃
上
げ
闘
争
を
完

全
に
放
棄
し
、
自
民
党
に
べ
っ
た
り

擦
り
寄
り
、
軍
需
産
業
や
戦
争
政
策

に
深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

　
連
合
結
成
の
出
発
点
で
あ
る
国
鉄

新
系
列
機
能
保
全
・
臨
時
修
繕
の
外
注
化
提
案
も

特徴的な提案内容
▨１２支社（首都圏本部等含む）すべてを廃止

➡３６の「事業本部」へ（千葉支社は「千葉」「房
総」「京葉総武」の３事業本部）

▨「現業」「非現業」という区別を廃止
➡ 企画業務を含めた融合化・一体化へ

▨「新たなジョブローテーション」の「同一担務
の最大１０年」を廃止
➡ 業務融合化へ解消

▨ 乗務員の「出勤予備」を廃止
➡「変形日勤」等の配置による「職場横断的な

対応」へ

▨ 出向期間を「原則３年」から「原則５年」に改悪。
「転籍一時金」の新設。

▨「基本給」を廃止 ➡「職務能力給」へ

▨「定期昇給」を廃止 ➡「能力昇給」へ

▨ 乗務員手当などを廃止
➡「業務手当」へ改悪（例：月額で乗務員２万円、

車両検修で日勤業務５千円、定例的に深夜帯
に勤務１万円）

▨ 退職金を廃止 ➡ 企業型確定拠出年金へ改悪

割
、
現
業
・
非
現
業
の
区

別
の
廃
止
、
全
面
的
な
能

力
給
へ
の
転
換
、
出
勤
予

備
や
乗
務
手
当
廃
止
な

ど
、「
会
社
を
一
か
ら
作

り
変
え
る
」
よ
う
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
（
別
掲
参

照
）。

　
出
向
期
間
の
原
則
５
年

化
、「
転
籍
一
時
金
」
に

よ
る
転
籍
強
制
を
狙
う
な

ど
、
グ
ル
ー
プ
会
社
再
編

を
見
据
え
た
施
策
も
準
備

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
重
大
な
施

策
を
一
括
提
案
し
、
人
事

賃
金
関
係
は
来
年
４
月
、

組
織
・
人
事
賃
金
・
組
織
の
抜
本
的
改
悪

ＪＲ東日本

トランプ・石破の中国侵略戦争を止めよう！

５･１新宿反戦メーデー

６
月
末
を
署
名
の
第

１
次
集
約
日
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

６
・
15
集
会
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
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「
国
鉄
労
働
者
＝
国
賊
論
」
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
吹
き
荒
れ
た
。「
カ
ラ

ス
の
鳴
か
な
い
日
は
あ
っ
て
も
国
鉄

労
働
者
非
難
の
出
な
い
日
は
な
い
」

異
様
な
状
態
で
あ
っ
た
。

　
動
労
本
部
革
マ
ル
派
は
、
こ
う
し

た
理
不
尽
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
屈
服

し
て
手
当
の
返
上
を
行
い
、
さ
ら
に

国
労
か
ら
主
導
権
を
奪
う
た
め
に
攻

撃
を
利
用
し
た
た
め
職
場
は
一
気
に

異
様
な
状
況
を
醸
し
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
70
年
の
反
マ
ル
生
闘
争
と

は
真
逆
の
状
況
に
陥
っ
て
い
っ
た
。

　
国
鉄
赤
字
は
80
年
段
階
で
約
16
兆

円
だ
っ
た
。
だ
が
「
我
田
引
水
」
を

も
じ
っ
た
「
我
電
引
鉄
」
の
言
葉
か

ら
わ
か
る
よ
う
に
、
政
治
家
は
自
ら

の
選
挙
区
で
新
路
線
を
次
々
と
建
設

し
た
。
64
年
に
鉄
道
建
設
公
団
が
設

置
さ
れ
る
と
政
治
介
入
は
加
速
し
国

鉄
の
意
思
決
定
と
は
関
係
な
く
建
設

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
借
金
は
雪
だ
る
ま
式
に
膨
れ
上
が

り
85
年
段
階
で
24
兆
円
、
87
年
３
月

の
時
点
で
は
37
兆
円
と
計
算
さ
れ

た
。
こ
れ
は
累
積
赤
字
25
兆
円
に
加

え
年
金
負
担
５
兆
円
、
退
職
金
２
兆

円
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
と
本
四
架
橋
分

２
兆
５
千
億
円
な
ど
を
加
算
し
た
も

の
だ
っ
た
。

　
国
鉄
赤
字
が
国
の
財
政
赤
字
の
原

因
で
あ
る
か
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
な
さ
れ
た
。し
か
し
現
実
に
は
、

国
鉄
は
国
に
対
し
利
息
だ
け
で
年
間

１
兆
円
以
上
を
支
払
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
国
鉄
側
に
赤
字
が
増
え
て
い

た
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
っ
て

国
の
財
政
が
立
て
直
さ
れ
る
と
の
根

拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
現
在
の
国
の

借
金
が
１
３
０
０
兆
円
を
超
え
る
状

況
を
見
れ
ば
自
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
国
鉄
赤
字
が
国
の
財
政
赤

字
の
発
生
源
で
あ
り
、
そ
の
原
因
が

国
鉄
の
労
働
運
動
と
の
す
り
替
え
が

行
わ
れ
た
。そ
れ
が
国
鉄
労
働
者「
国

  

改
め
て
問
う
国

鉄
闘
争
の
意
義 

第
２
臨
調
で
具
体
化
し
た
国
鉄
分
割
・
民
営
化「国家非常事態宣言」を発し内乱的に構えた政府

別
部
会
の
部
会
長
な
ど
の
要
職
に
は

亀
井
正
夫
や
加
藤
寛
、
牛
尾
治
朗
ら

が
座
っ
た
。

　
第
２
臨
調
は
、
新
自
由
主
義
攻
撃

と
し
て
の
行
政
改
革
の
流
れ
を
つ

く
っ
た
転
換
的
な
位
置
を
持
つ
。
そ

れ
以
前
の
補
助
金
や
許
認
可
の
整

理
、
定
員
管
理
な
ど
の
事
務
・
実
務

的
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
く
「
増
税
な

き
財
政
再
建
」
を
掲
げ
て
財
政
改
革

と
行
政
改
革
を
一
緒
に
し
た
行
財
政

改
革
を
唱
え
、
そ
の
後
の
大
き
な
攻

撃
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
。

　
政
府
関
係
機
関
の
赤
字
と
し
て
３

Ｋ
（
コ
メ
、
国
鉄
、
健
康
保
険
）
を

や
り
玉
に
あ
げ
て
い
た
が
、
最
大

テ
ー
マ
は
国
鉄
労
働
運
動
を
軸
と
す

る
戦
後
日
本
労
働
運
動
の
解
体
だ
っ

た
。
中
曽
根
は
そ
の
狙
い
に
つ
い
て

後
に
「
国
労
は
総
評
の
中
心
だ
か
ら

崩
壊
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
で
総
理
大
臣
に
な
っ
た
と
き
に
国

鉄
の
民
営
化
を
真
剣
に
や
っ
た
。
民

営
化
に
一
番
反
対
し
て
い
た
国
労
は

崩
壊
し
た
。
そ
し
た
ら
総
評
が
崩
壊

し
、
社
会
党
が
崩
壊
し
た
。
そ
れ
は

一
念
で
や
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
戦
後
体
制
の
転
換
点

　
当
時
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
帝

停
止
）
や
石
油
危
機
、
74
年
～
75
年

恐
慌
な
ど
を
経
て
、
１
９
８
０
年
前

後
に
新
自
由
主
義
を
標
榜
す
る
英
国

〝
尼
崎
事
故
を
繰
り
返
す
な
〟

事
故
か
ら
20
年
、
弾
劾
集
会
と
デ
モ
行
進

賊
論
」
で
あ
っ
た
。

　
実
際
に
は
、
公
共
交
通
の
柱
で
あ

る
国
鉄
を
解
体
し
、
地
方
路
線
を
切

り
捨
て
、都
市
部
の
路
線
や
新
幹
線
、

新
規
の
大
規
模
開
発
の
確
保
（
選
択

と
集
中
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
独
占
利

益
を
得
る
た
め
に
国
鉄
財
産
を
山
分

け
け
す
る
大
陰
謀
な
の
で
あ
っ
た
。

　〝
職
場
規
律
の
確
立
〟

　
第
２
臨
調
第
４
部
会
の
代
表
に
加

藤
寛
が
座
り
「
緊
急
措
置
11
項
目
」

を
打
ち
出
し
た
。
緊
急
措
置
に
は
、

職
場
規
律
の
確
立
や
新
規
採
用
の
停

止
、
要
員
合
理
化
、
地
方
交
通
線
の

整
理
促
進
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
て
い

た
。「
職
場
規
律
の
確
立
」
が
最
大

の
焦
点
だ
っ
た
。

　
82
年
11
月
に
国
労
と
の
現
場
協
議

協
約
は
破
棄
さ
れ
た
。
現
場
協
議
制

は
マ
ル
生
闘
争
な
ど
を
通
し
て
確
立

さ
れ
良
く
も
悪
く
も
当
時
の
現
場
の

力
関
係
を
反
映
し
て
お
り
、
国
労
は

制
度
と
し
て
の
現
場
協
議
制
に
依
存

し
て
次
第
に
現
場
の
闘
争
力
が
形
骸

化
し
て
い
っ
た
面
も
強
い
。

　
新
規
採
用
は
停
止
さ
れ
、
こ
れ
は

そ
の
後
の
定
員
削
減
、
首
切
り
の
恫

喝
と
労
働
組
合
に
対
す
る
組
織
破
壊

に
重
大
な
威
力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
特
に
動
労
本
部
革
マ
ル
派
は
震

え
上
が
り
、「
働
き
度
を
高
め
る
運

動
」
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
て
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は

第
２
臨
調
の
最
大
の
課
題
と
な
り
、

直
接
に
は
国
鉄
職
員
約
20
万
人
を
解

雇
す
る
大
合
理
化
計
画
、
国
鉄
解
体

計
画
と
し
て
焦
点
化
し
て
い
っ
た
。

国
鉄
再
建
監
理
管
理
委
員
会
が
最
終

報
告
を
出
し
た
85
年
７
月
ま
で
の
約

２
年
間
が
、
緊
急
11
項
目
を
め
ぐ
る

現
場
の
激
し
い
攻
防
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
動
労
千
葉

は
２
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
に
上
り

詰
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
６
０
年
代
を
通
し
て
同
盟
系

の
民
間
大
企
業
労
働
運
動
な
ど
は
資

本
に
屈
服
し
て
い
た
が
、
70
年
の
反

マ
ル
生
闘
争
や
74
年
の
ス
ト
権
ス
ト

な
ど
国
鉄
労
働
運
動
を
基
軸
と
し
た

官
公
労
の
労
働
運
動
は
ま
だ
大
き
な

力
を
持
っ
て
い
た
。

の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
や
米

国
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
登

場
し
た
。

　
新
自
由
主
義
の
定
義
は

容
易
で
は
な
い
が
、
そ
の

攻
撃
の
核
心
に
階
級
的
力

関
係
の
転
覆
、
労
働
者
階

級
の
組
織
（
政
党
と
労
働

組
合
）
の
解
体
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
い
。
英
国

で
は
炭
鉱
労
働
運
動
を
め

ぐ
る
大
攻
防
、
米
国
で
は

航
空
管
制
官
労
組
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
軍
隊
を
投
入
し

た
弾
圧
と
し
て
顕
在
化
し

た
。

　
日
本
で
は
、
日
米
安
保

体
制
下
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
〝
参
戦
〟
し
、
基
幹
産

業
に
お
い
て
は
減
量
経

営
（
コ
ス
ト
削
減
や
合
理

化
）、
労
働
運
動
の
体
制

内
化
な
ど
を
通
し
て
対
外

競
争
力
の
強
化
・
輸
出
拡

大
で
石
油
危
機
な
ど
を
乗

り
切
っ
た
が
、
他
方
で
イ

ン
フ
レ
や
財
政
危
機
が
激

し
く
進
行
し
、
75
年
に
赤

字
国
債
の
発
行
が
始
ま
り

80
年
代
冒
頭
に
は
累
積
債

務
が
１
０
０
兆
円
の
大
台

を
超
え
た
。

　
４
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
前
・
北

口
広
場
に
お
い
て
「
尼
崎
事
故
20
カ

年
弾
劾
！
４
・
20
尼
崎
事
故
弾
劾
！

集
会
」
が
動
労
西
日
本
の
呼
び
か
け

で
開
催
さ
れ
、
関
西
・
中
国
圏
を
中

心
に
70
人
が
結
集
し
、
集
会
・
デ
モ

を
闘
い
ぬ
い
た
。

　
事
故
か
ら
20
年
。
運
転
士
と
乗
客

１
０
７
人
が
死
亡
し
、
５
６
２
人
が

負
傷
し
た
。
当
時
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
大

阪
士
社
長
は
方
針
の
第
一
に「
稼
ぐ
」

を
あ
げ
、
私
鉄
と
の
競
争
で
安
全
を

投
げ
捨
て
、
日
勤
教
育
や
労
組
攻
撃

に
明
け
暮
れ
て
い
た
。

　
集
会
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
動

労
西
日
本
の
原
田
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、「
事
故
か
ら
20
年
間
、

責
任
を
と
ら
せ
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
を
徹
底
的
に
追
求
し
て
き
た
」
と

怒
り
を
込
め
て
Ｊ
Ｒ
を
弾
劾
し
た
。

　
基
調
報
告
を
山
田
書
記
長
が
行
っ

た
。

　「
尼
崎
事
故
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
歴
代
社
長
３
人
が
事
故
の
責
任
を

問
わ
れ
て
起
訴
さ
れ
た
が
最
高
裁
で

最
後
に
学
生
か
ら
、
戦

時
下
と
い
う
情
勢
の
中

で
学
生
へ
の
弾
圧
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
弾
劾
し
、
戦
争
阻
止

の
た
め
に
闘
う
決
意
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
集
会
後
、参
加
者
は
、

「
尼
崎
事
故
を
繰
り
返

す
な
！
」「
Ｊ
Ｒ
は
責

任
を
取
れ
」
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
高
ら
か

に
響
か
せ
て
事
故
現
場

ま
で
の
デ
モ
行
進
を
闘

い
ぬ
い
た
。

「
責
任
な
し
』と
さ
れ
た
。許
し
難
い
。

尼
崎
事
故
の
最
大
の
原
因
は
、
国
鉄

分
割
・
民
営
化
に
よ
る
労
組
破
壊
攻

撃
だ
」

　「
Ｊ
Ｒ
で
は
東
日
本
の
新
幹
線
分

離
の
よ
う
な
重
大
事
故
が
続
発
し
て

い
る
。
い
つ
第
２
の
尼
崎
事
故
が
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
だ
。
一

方
、
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
関
税
戦
争

を
仕
掛
け
、
27
年
に
は
中
国
へ
の
侵

略
戦
争
を
狙
っ
て
い
る
。
石
破
政
権

も
大
軍
拡
ー
南
西
諸
島
へ
の
ミ
サ
イ

ル
配
備
や
基
地
強
化
を
進
め
て
い

る
。
米
日
の
戦
争
を
止
め
よ
う
」

　
特
別
報
告
と
し
て
動
労
千
葉
か
ら

川
﨑
執
行
委
員
が
発
言
し
、
３
月
ダ

イ
改
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
報
告
を
行
う

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
系
列

車
両
の
保
全
検
査
外
注
化
＝
検
修
業

務
の
丸
ご
と
外
注
化
提
案
を
弾
劾

し
、
徹
底
的
に
闘
い
ぬ
く
こ
と
を
訴

え
た
。

　
そ
し
て
、
高
槻
医
療
福
祉
労
組
、

改
憲
戦
争
阻
止
！
大
行
進
か
ら
兵

庫
、
関
西
の
仲
間
が
決
意
を
訴
え
、

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
動
き
は

１
９
８
１
年
に
発
足
し
た
第
２
臨
調

（
第
２
次
臨
時
行
政
調
査
会
）
を
通

し
て
具
体
化
し
た
。

　
経
済
界
の
大
物
で
あ
っ
た
土
光
敏

夫
（
石
川
島
重
工
業
・
石
川
島
播
磨

重
工
業
社
長
、
東
芝
社
長
・
会
長
、

日
本
経
団
連
会
長
を
歴
任
）
を
会
長

に
据
え
、
当
時
の
鈴
木
善
幸
首
相
は

「
土
光
さ
ん
に
政
権
を
預
け
る
」「
土

光
さ
ん
と
心
中
す
る
」
と
ま
で
言
っ

た
。
土
光
の
強
い
〝
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
〟
も
あ
り
、
別
名
「
土
光
臨
調
」

と
も
呼
ば
れ
た
。

　
第
２
臨
調
は
、
中
曽
根
康
弘
・
行

政
管
理
庁
長
官
（
鈴
木
内
閣
）
の
主

導
で
設
置
さ
れ
、「
行
財
政
改
革
」

を
打
ち
出
し
た
。
中
曽
根
は
、
明
治

維
新
や
敗
戦
直
後
に
続
く
第
３
の
国

家
大
改
造
攻
撃
を
断
行
す
る
こ
と
を

「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
と
呼
び
、

行
政
改
革
を
政
治
的
課
題
と
し
て
打

ち
出
し
、
審
議
会
を
活
用
し
て
、
世

界
の
新
自
由
主
義
攻
撃
の
潮
流
を
取

り
込
ん
だ
。

　
中
曽
根
は
、
陸
軍
大
本
営
参
謀

だ
っ
た
瀬
島
隆
三
（
伊
藤
忠
商
事
元

会
長
）を
黒
幕（「
臨
調
の
官
房
長
官
」

「
昭
和
の
参
謀
」と
呼
ば
れ
た
）と
し
、

陰
謀
的
に
も
の
ご
と
を
進
め
た
。
特

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
主
導
し
た

中
曽
根
政
権
（
82
年
11
月
～
87
年
11

月
）
に
と
っ
て
、
軍
事
大
国
・
戦
争

国
家
化
、
日
米
安
保
体
制
の
飛
躍
こ

そ
が
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
の
核

心
で
あ
り
、
そ
し
て
国
鉄
労
働
運
動

を
軸
と
す
る
日
本
労
働
運
動
の
解
体

こ
そ
が
そ
の
核
心
を
な
す
問
題
意
識

と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
２
臨
調
は
82
年
７
月
に
「
行
政

改
革
に
関
す
る
第
３
次
答
申
」（
基

本
答
申
）
を
鈴
木
首
相
に
提
出
し
、

国
鉄
改
革
を
緊
急
に
着
手
す
べ
き
国

家
的
課
題
と
し
て
押
し
出
し
た
。
鈴

木
内
閣
は
答
申
を
最
大
限
に
尊
重
す

る
と
し
て
、「
答
申
に
沿
っ
て
５
年

以
内
に
事
業
再
建
の
全
体
構
想
を
想

定
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
」
こ
と
を

閣
議
決
定
し
、「
国
家
非
常
事
態
宣

言
」
を
発
し
て
、
職
場
規
律
の
確
立

や
新
規
採
用
の
停
止
な
ど
緊
急
11
項

目
の
実
施
を
国
鉄
に
要
求
し
た
。

　
82
年
11
月
に
中
曽
根
が
首
相
の
座

に
就
き
、
国
鉄
再
建
監
理
委
員
会
の

設
置
法
案
で
あ
る
「
日
本
国
有
鉄
道

の
経
営
す
る
事
業
の
再
建
の
推
進
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
」
が
、
田
中
元

首
相
の
辞
職
勧
告
決
議
や
予
算
案
な

ど
で
紛
糾
し
て
大
幅
に
遅
れ
つ
つ
83

年
５
月
に
成
立
。
６
月
に
中
曽
根
を

本
部
長
と
す
る
国
鉄
再
建
監
理
委
員

会
が
発
足
し
た
。
翌
83
年
３
月
に
第

２
臨
調
は
最
終
答
申
を
出
し
、「
い

ま
や
単
な
る
公
社
制
度
の
見
直
し
や

個
別
の
合
理
化
計
画
の
み
で
は
実
現

で
き
る
も
の
は
な
い
」
と
し
て
国
鉄

分
割
・
民
営
化
を
改
め
て
求
め
た
。

　
ヤ
ミ
カ
ラ
の
悪
宣
伝

　
職
場
に
お
け
る
攻
防
と
し
て
は
、

82
年
１
月
に
朝
日
新
聞
が
、
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
検
査
係
に
カ
ラ
出
張
で
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
る

と
、
国
鉄
の
「
親
方
日
の
丸
」
的
体

質
や
「
異
様
な
職
場
慣
行
」
と
し
て

国
主
義
の
世
界
体
制
は
大
き
な

転
換
点
（
危
機
と
崩
壊
）
に
直

面
し
て
い
た
。
戦
後
世
界
の
盟

主
で
あ
っ
た
米
国
が
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
で
敗
戦
し
、
巨
額
の
赤

字
、
イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
ス
タ

グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
っ
て
た

い
。
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘

争
や
公
民
権
運
動
な
ど
激
し
い

階
級
闘
争
に
直
面
し
て
い
た
。

　
２
つ
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク

（
大
統
領
訪
中
と
金
ド
ル
交
換


